
（別記） 

令和４年度せたな町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

当該地域は、水稲を主力としつつ、酪農畜産や畑作物・野菜・施設園芸作物等との複合により、営

農生産活動を行っているが、昨今の主食用米の需要が減少する中で、更なる産地の確立を行っていく

ために、米の品質向上を図り、水張面積の確保に向けたより一層の取組の強化を図っていく必要があ

る。 

しかしながら、今後も農家経営主の高齢化や後継者不足により、農家戸数の減少が見込まれ、農家

個々の現状に見あった安定した農産物の生産を図るため、農地利用集積・経営内容の転換・省力化の

取組・コントラ等の組織化など地域全体として多角的な視点で協議し取り進めることが重要となって

いる。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 高糖度トマト（潮トマト）やスナップエンドウなど高収益作物の導入を図り、収益向上に務めてお

り、継続して実施し取組実施者の拡大を図る。また、全作物において、スマート農業などの低コスト

生産技術の導入・普及のほか、基盤整備による生産効率の向上に務め、収益力強化を図る。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

当該地域は、水稲が主力作物となるため、基本的に水稲（水張り）を維持していくことを目標とし

ている。しかし、主食用米の作付抑制による水張り意欲の低下や高齢化等による担い手不足は否め

ず、省力的な管理が可能な転作作物の導入も検討していく必要がある。 
現状として、水稲（水張り）を組み入れない作物体系が数年定着しているほ場が見受けられる。本

地域は、泥炭地のほ場が多く水張り後のほ場では畑作物の収量減少など経営に与える影響が懸念さ

れ、ブロックローテーションを組み込んでいる農業者はいない状況である。今後５年間の内にブロッ

クローテーションを組み込んでの経営維持が可能かしっかり調べる必要があり、場合によっては、畑

地化も検討しながら産地形成を進めることとする。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

消費者や需要者ニーズに応える高品質・良食味の「売れる米づくり」「選ばれる産地づくり」

を理念に、低タンパク米生産・農薬節減米等のクリーン農業による更なる収量・品質等のレベ

ルアップに向けて技術を励行し、生産と安定取引の推進を図る。 

 

（２）備蓄用米 

    安定的な取引が可能であるというメリットがあるため、主食用米及び新規需要米の需給動向

等も考慮しながら取組を推進する。 

 

（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    水田水張面積拡大・維持のため、産地交付金を活用した推進を図りながら、多収品種を利用



した生産性向上の取組や直播面積の拡大等のコスト削減、複数年契約の取組を図りながら畜種

農家との連携を推進し地域循環型の農業を目指す。 

    また、本年度も令和３年度に引き続き、主食用米需給緩和のために取組を拡大する。 

 

イ 新市場開拓用米 

    需要に応じた生産は極めて重要であり、国内需要の拡大が見込まれない中では、主食用米か

ら新市場開拓用米への転換を図る必要があり、水田水張面積拡大・維持のため、産地交付金を

活用した推進を図る。 

 

  ウ 加工用米 

水田水張面積拡大・維持のため、産地交付金を活用した推進を図る。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

  現行、転作の約２８％の割合が麦・大豆・飼料作物であるが、麦・大豆については、担い手減少

等により、作付面積の減少等が懸念されるため、産地交付金を活用し作付面積の維持を図る。 

また、当地域は、酪農・畜産の農家も多く粗飼料の安定した生産が必要とされるほか、令和４年

度からの国の水田活用の直接支払交付金見直しによる牧草の交付単価減少の影響を緩和させること

も含めて、飼料作物へ産地交付金を活用し作付面積の維持を図る。 

   

（５）そば、なたね 

  現行、転作の約６％の割合がそばであり、地域需要に則した生産を行いながら産地交付金を 

活用し、作付面積の維持を図る。 

 

（６）地力増進作物 

  現行、連作のよるほ場の地力低下等で作物の収量減少が見受けられることから、えん麦、とうも

ろこし、ソルガム、イタリアングラス、ギニアグラス、スーダングラス、アカクローバー、アルサ

イククローバー、クリムソンクローバー、ヘアリーベッチ、シロカラシ、ハゼリソウ、マリーゴー

ルド、ひまわり、キガラシ、ナタネ、ライムギの緑肥作物を導入し、地力増進を図る。 

  また、地力増進後のほ場では、麦、大豆、そばなどの基幹作物ではこれまで以上の収量確保を目

指すほか、高収益作物なども積極的に導入し、収益力強化につなげる。 

 

（７）高収益作物（園芸作物等） 

  現行、転作の約２％の割合が野菜であるが、ほうれん草やブロッコリー等様々な野菜が栽培され

ている中、農業者の高齢化、後継者不足の農業者には、土地利用型作物から施設野菜等の高収益な

園芸作物へ転換も視野に入れながら、地域での土地の有効利用を検討する。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 

 

 

 

 

 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作
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7.3 15.0 15

58.0 88.2 70.7

・野菜 57.2 77.2 69.2

・花き・花木 0.8 11.0 1.5

・果樹

・その他の高収益作物

5.1 15.0 30.0

・小豆 2.0 12.0 30.0

・てん菜 3.1 3.0 0.0

0.0 0.2 40.0

麦

作物等
前年度作付面積等
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作付目標面積等

主食用米
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新市場開拓用米

WCS用稲
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その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

【全地区】 作付面積 R3年度 393.5ha R5年度 367.0ha

非主食用米助成 単収 R3年度 565Kg/10a R5年度 533Kg/10a

【北檜山地区】 作付面積 R3年度 198.7ha R5年度 145.0㏊

戦略作物加算 単収（麦） R3年度 408Kg/10a R5年度 425Kg/10a

（麦・大豆） 単収（大豆） R3年度 194Kg/10a R5年度 180Kg/10a

【北檜山地区】

高収益作物加算 作付面積 R3年度 4.0ha R5年度 5.0㏊

（ほうれん草・スナッ
プエンドウ）

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 121.1ha R5年度 100.0㏊

戦略作物加算 単収（麦） R3年度 408Kg/10a R5年度 425Kg/10a

（麦・大豆） 単収（大豆） R3年度 194Kg/10a R5年度 180Kg/10a

【若松・大成地区】

高収益作物加算 作付面積 R3年度 2.1ha R5年度 4.0㏊

（野菜・花き・馬鈴薯
（施設栽培のみ））

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 116.6ha R5年度 120.0㏊

基幹作物加算（そば） 単収 R3年度 86Kg/10a R5年度 100Kg/10a

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 6.3㏊ R5年度 4.0㏊

戦略作物加算（大豆） 単収 R3年度 194Kg/10a R5年度 180Kg/10a

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 10.7㏊ R5年度 12.0㏊

水田放牧助成 取組面積 R3年度 10.7ha R5年度 12.0ha

（耕畜連携） 飼料費削減（R2基準） R3年度 104.7% R5年度 97.0%

【北檜山地区】

基幹作物助成 作付面積 R3年度 28.5㏊ R5年度 50.0㏊

（野菜・馬鈴薯・小
豆・花卉（施設栽培の

単収（小豆） R3年度 206Kg/10a R5年度 230Kg/10a

【北檜山地区】 作付面積 R3年度 21.9ha R5年度 35.0㏊

基幹作物助成（そば） 単収 R3年度 86Kg/10a R5年度 100Kg/10a

【北檜山地区】 作付面積 R3年度 292.7㏊ R5年度 270.0㏊

生産性向上加算 対象作物販売額 R3年度 100% R5年度 103%

【若松・大成地区】

基幹作物助成（露地野
菜）

作付面積 R3年度 8.7ha R5年度 7.0㏊

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 19.8㏊ R5年度 23.0ha

基幹作物助成 単収（てん菜のみ） R3年度
4,950Kg/10

a
R5年度

6,200Kg/10
a

（馬鈴薯・かぼちゃ・
てん菜）

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 0.0ha R5年度 7.0ha

基幹作物助成（小豆） 単収 R3年度 - R5年度 230Kg/10a

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 7.5ha R5年度 15.0ha

戦略作物加算（デント
コーン）

単収 R3年度
5,470Kg/10

a
R5年度

5,700Kg/10
a

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 0.0ha R4年度 3.0㏊

戦略作物加算（子実用
とうもろこし）

単収 R3年度 - R4年度 900Kg/10a

【若松・大成地区】 作付面積 R3年度 390.8㏊ R5年度 370.0ha

生産性向上加算 対象作物販売額 R3年度 120% R5年度 103%

9
野菜･馬鈴薯･小豆･花卉(露

地)

13 馬鈴薯･かぼちゃ･てん菜

14 小豆

15 飼料作物(デントコーン)

16
飼料作物（子実用とうもろ

こし）

17

麦･大豆･飼料作物･そば･て
ん菜
馬鈴薯･小豆･菜豆類･野菜･
花卉

6 そば

7 大豆

8 飼料作物(牧草)

前年度（実績） 目標値

加工用米･飼料用米･新市場
開拓用米

麦･大豆

ほうれん草･ｽﾅｯﾌﾟｴﾝﾄﾞｳ

野菜･花き･馬鈴薯
(施設栽培のみ)

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

2

4 麦･大豆

10

11

12

そば

飼料作物･そば･野菜･馬鈴薯
てん菜･小豆･菜豆類･花卉	
飼料用米（R4限り）

露地野菜

3

5



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

整理
番号

対象作物 使途名 目標

【瀬棚地区】

基幹作物助成（野菜・
馬鈴薯）

作付面積 R3年度 0.0ha R5年度 0.7㏊

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 82.3㏊ R5年度 72.0㏊

戦略作物加算（牧草） 単収 R3年度
3,150Kg/10

a
R5年度

3,450Kg/10
a

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 5.3㏊ R5年度 11.0㏊

戦略作物加算（デント
コーン）

単収 R3年度
5,470Kg/10

a
R5年度

5,700Kg/10
a

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 1.9㏊ R5年度 5.5㏊

基幹作物助成（そば） 単収 R3年度 86Kg/10a R5年度 100Kg/10a

【瀬棚地区】 作付面積 R3年度 98.6ha R5年度 99.0㏊

生産性向上加算 対象作物販売額 R3年度 120% R5年度 103%

【全地区】

基幹作物助成 作付面積 R3年度 140.5㏊ R5年度 161.0ha

【そば追加配分】

【全地区】

新市場開拓用米取組拡
大助成

作付面積 R3年度 15.9㏊ R5年度 130.0ha

【追加配分】

【全地区】 作付面積 R3年度 33.8㏊ R5年度 31.0㏊

複数年契約加算 複数年契約取組面積 R3年度 33.8㏊ R5年度 31.0㏊

【追加配分】 複数年契約取組数量 R3年度 178.7t R5年度 163.0t

【全地区】 作付面積 R3年度 120.7㏊ R6年度 121.0㏊

複数年契約加算 複数年契約取組面積 R3年度 120.7㏊ R6年度 121.0㏊

【追加配分】 複数年契約取組数量 R3年度 637.5t R6年度 637.5t

【全地区】

地力増進作物助成 作付面積 R3年度 7.3㏊ R6年度 15.0ha

【追加配分】

【全地区】 作付面積 R3年度 343.9㏊ R4年度 329.8㏊

多年生牧草緊急助成 単収 R3年度
3,150Kg/10

a
R4年度

3,400Kg/10
a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

23 そば

24 新市場開拓用米

25 飼料用米・米粉用米

20 飼料作物(デントコーン)

21 そば

22
大豆･飼料作物･そば･馬鈴
薯･小豆･野菜・飼料用米
（R4限り）

18 野菜･馬鈴薯

19 飼料作物(牧草)

地力増進作物27

28

26

多年生牧草

新市場開拓用米



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：せたな町農業再生協議会

1 【全地区】非主食用米助成 1 5,000 加工用米、新市場開拓用米、飼料用米 種子消毒の実施、土壌診断結果に基づいた施肥の実施等

2 【北檜山地区】戦略作物加算(麦･大豆) 1 28,000 麦、大豆 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

3 【北檜山地区】高収益作物加算(ﾎｳﾚﾝ草･ｽ
ﾅｯﾌﾟｴﾝﾄﾞｳ)

1 38,000 ほうれん草、スナップエンドウ 作付面積に応じて支援

4 【若松・大成地区】戦略作物加算(麦･大豆) 1 13,000 麦、大豆 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

5
【若松・大成地区】高収益作物加算((野菜･花
き･馬鈴薯(施設栽培のみ))

1 52,000 野菜、花き、馬鈴薯（施設栽培のみ） 作付面積に応じて支援

6 【若松・大成地区】基幹作物加算(そば) 1 21,000 そば 講習会への参加等により、技術習得の実施等

7 【瀬棚地区】戦略作物加算(大豆） 1 11,000 大豆 土壌診断結果に基づいた施肥の実施等

8 【瀬棚地区】水田放牧助成（耕畜連携） 3 8,000 飼料作物（牧草） 粗飼料生産水田での放牧

9 【北檜山地区】基幹作物助成((野菜･馬鈴
薯･小豆･花卉(露地))

1 28,000 野菜・馬鈴薯・小豆・花卉(露地) 作付面積に応じて支援

10 【北檜山地区】基幹作物助成(そば) 1 12,000 そば 講習会への参加等により、技術習得の実施等

11 【北檜山地区】生産性向上加算 1 740
飼料作物・そば・野菜・馬鈴薯・てん菜・小
豆・菜豆類・花卉・飼料用米【飼料用米のみ

R4限り】
営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

12 【若松・大成地区】基幹作物助成(露地野 1 28,000 露地野菜 作付面積に応じて支援

13 【若松・大成地区】基幹作物助成(馬鈴薯･
かぼちゃ･てん菜)

1 32,000 馬鈴薯、かぼちゃ、てん菜
作付面積に応じて支援・（てん菜のみ）営農技術情報を活用
した適期播種・防除・収穫の実施

14 【若松・大成地区】基幹作物助成(小豆) 1 24,000 小豆 講習会への参加等により、技術習得の実施等

15 【若松・大成地区】戦略作物加算（ﾃﾞﾝﾄｺｰ 1 2,000 飼料作物（デントコーン） 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施

16 【若松・大成地区】戦略作物加算（子実用ト
ウモロコシ）

1 4,000 飼料作物（子実用トウモロコシ） 電牧等を活用し鳥獣被害防止対策の実施等

17 【若松・大成地区】生産性向上加算 1 740
麦・大豆・飼料作物・そば・てん菜・馬鈴薯・
小豆・菜豆類・野菜・花卉・飼料用米【飼料用

米のみR4限り】
営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

18 【瀬棚地区】基幹作物助成(野菜･馬鈴薯） 1 22,000 野菜・馬鈴薯 作付面積に応じて支援

19 【瀬棚地区】戦略作物加算(牧草) 1 4,000 飼料作物（牧草） 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施

20 【瀬棚地区】戦略作物加算(ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ) 1 13,000 飼料作物（デントコーン） 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施

21 【瀬棚地区】基幹作物助成(そば) 1 14,000 そば 講習会への参加等により、技術習得の実施等

22 【瀬棚地区】生産性向上加算 1 740
大豆・飼料作物・そば・馬鈴薯・小豆・野菜・

飼料用米【飼料用米のみR4限り】
営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

23 【全地区】基幹作物助成【そば追加配分】 1 20,000 そば 作付面積に応じて支援

24 【全地区】新市場開拓用米取組拡大助成
【追加配分】

1 20,000 新市場開拓用米
需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める
新規需要米取組計画の認定を受けること

25
【全地区】複数年契約加算（飼料用米・
米粉用米）【追加配分】

1 6,000 飼料用米・米粉用米 実需者と3年以上の複数年契約等

26
【全地区】複数年契約加算（新市場開拓
用米）【追加配分】

1 10,000 新市場開拓用米 実需者と3年以上の複数年契約等

27 【全地区】地力増進作物助成【追加配 1 20,000 地力増進作物 作付面積に応じて支援

28 【全地区】多年生牧草緊急助成 1 2,000 飼料作物（多年生牧草に限る） 営農技術情報を活用した適期播種・防除・収穫の実施等

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

新様式（公表用）


